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論 文 内 容 の 要 旨
◆ 問題設 定
本稿 は、〈現象学 とは何か〉 とい う問いを設定す る。だが、「現象学 とは可能性で ある」。可
能性 は、確定 されて しま うと、逆説 的に、可能性 ではな くな る。 このため、本稿 の問い に答 え
　 　 　 　 　 　
るに は、 単 に現象学 の成立 やその全体構造 を解 明す る ことのみな らず、現象学 の可能性 を新 た
コ 　 　
に拓 くこ とが 必要 にな る。 こ う した事 情 か ら、 本 稿 は三 っ の 段 階 を踏 む。
第 一 に、 現 象 学 の 思 想 的 源 流 を 明 らか にす る。
　 　 　 　 　
第二 に、現象学の哲学的体系を明 らか にす る。
コ 　 　
第三 に、現象学の可能性を新た に拓 く。本稿 がく意識 の自然〉お よびく 自然 の他者〉 と呼ぶ
問題事象が こ こで示 され、最後 に現象学的 な形而上学の可能 性が示 され る。
これ ら三っ の段階で の考察が、 本稿 の問いに対 す る答え となる。
◆第一 部 フ ッサ ール現象学の五 っの源流
第一 部で は、 フ ッサ ール現象学 が歴史 的形成体 として捉え られ、 その五 つの思想 的源流が文
献学 的方法 によって順次発掘 され る。
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◇ 第 一 章 事 象 そ の もρ ヘ マ ッハ
現 象 学 は 「事 象 そ の ものへ 」 とい う態 度 に貫 かれ て い るが、 そ の当 の 「事 象 その もの 」 と は
何 か が 明 らかで はな い。 そ こで、 そ れを 明 らか にす るた め の迂 路 と して、 「現 象 学 」 と い う タ
イ トル の 由来 が 調査 され る。
これ まで に 「ブ レ ンター ノ起 源説 」 や 「マ ッハ 起 源説 」 な どが あ った が、 現 象 学 とい う タイ
トル は単 一 の哲学 者 に由来 せ ず、 む しろ19世紀 後 半 の ウ ィー ンの 「一 般 名 詞 」 で あ った こ と が
示 され る。 とはい え、一 般 名 詞 と して の現 象 学 の な か で もマ ッハ の現 象 学 が フ ッサ ー ル現 象 学
の成 立 に と って は重 要 だ った。
マ ッハ の現 象学 の 「直接 経 験」 とい う発 想 は、 「事象 その もの」 に半 歩 近 づ い て い た。 しか
し、 マ ッハ に は 「現 出者 」 と 「現 出」 の 区別 が欠 けて い る こと を フ ッサ ー ル は批 判 す る。 この
こ とか ら、 フ ッサ ール の事 象 そ の もの とは、 直接 経 験 に お いて捉 え られ た か ぎ りで の現 出 との
関係 に お け る現 出者 で あ る こ とが示 され る。
補 遺 で、 フ ッサ ール の 「生 活 世 界」 お よび 「理 念化 」の 考 え方 の原 型 は、 す で に最 初 期 の一
八 九 〇 年 代 に見 出 され る こ とが示 され る。
◇ 第 二 章 志 向 性 ブ レン ター ノ
「現 出者」 と 「現 出」 の 区別 は 「志 向 性」 の考 え方 に基 づ いて い るが、 志 向性 は ブ レ ンター
ノ に由 来 す る。 そ こで、 フ ッサ ールが ブ レンター ノの 「心 的 現象/物 的現 象 」 や 「一 次 的客 観
/二 次 的 客観 」 な どの概 念 を受 け継 ぎっ っ、 そ れ らを徹 底 化 して い った こ とが 示 さ れ る。
そ の後 、 フ ッサ ー ル は、 恩 師 ブ レ ンター ノ に もい くつ か の批 判 を向 け る。 と りわ け 「イ デ ア
リテ ー ト」(第 三 章参 照)と 「超 越論 性 」(第五 章 参照)が ブ レ ンタ ー ノ に は欠 けて いた。
◇ 第 三 章 イデア リテー ト・アプ リオ リ・本質/形 相 ロッツェ、 ボルツァーノ、 ライプニ ッッ
最 初 期 の フ ッサ ール は、 イ デ アール な数 や論 理 法則 を レア ール な心 理 学 的事 実 か ら説 明 しよ
i
う とす る 「心 理 学 主 義」 的 な傾 向 を示 して いた。 しか し、 その後 、 イ デ ア ー ル な もの は レァ ー
ル な ものか ら説 明 され な い と い う考 え方 を と るよ うにな った。 この考 え方 の転 換 に は何 人 か の 』
人 物 が影 響 を与 え たが、 最大 の影 響 を与 えた の は ライプ ニ ッッだ っ た。 しか し、 さ らにその後 、
フ ッサ ー ル は、 心 理学 主 義 と は異 な った超越 論 的観 点 か ら、 イ デ ア ー ルな もの は 「成 立 」 す る
と認 め るよ うにな る。 この 経緯 が明 らか に され る。
論 理 学 の基 本 を なす 「SはPで あ る」 とい う判 断 にお いて、Pな ど はイ デ ァ ー ル で あ る。 こ
の イ デ ァ ール な成 分 は、 直接 経 験 の なか に可 能性 の条 件 を もって お り、 そ こか ら純 化 され る こ
とに よ って成 立 す る。
◇ 第 四章 普 遍学 と二重 の根拠 づ け デ カル ト、 ライ プニ ッツ、 カ ン ト
フ ッサ ール は・ ・ドイ ツの新 カ ン ト学 派 の よ うに精 神 科学 と 自然科 学 を棲 み分 け させ よ う と
一126一
す るの で はな く一 す べ て の学 問 を そ の 基礎 か ら根 拠 づ け よ うとす る。 この 「根 拠 づ け」 とい
う発 想 は当 時 の ウ ィー ンに見 られ た 発想 だ が、 フ ッサ ー ル は これ を デ カ ル トに淵 源 す る発 想 と
して捉 え た。 フ ッサ ー ル 的 な学 問 の 根拠 づ けは二 重 だ った。
第 一 に、 す べ て の学 問 は、 基 本 的 な イデ ア ー ル な論 理 法 則 を 含 む論 理学 か ら根拠 づ け られ る。
こ う した論 理 学 的 な根 拠 づ け は、 「普 遍 学 」 の発 想 か ら由来 し、 この点 で フ ッサ ー ル は、 デ カ
ル ト、 ライ プ ニ ッッ、 カ ン トか ら影 響 を受 け た。 第 二 に、 論 理学 そ れ 自体 もさ らに直 接 経 験 か、
ら根 拠 づ け られ る。 これ が 超 越論 的 な根 拠 づ けで あ る。 この根 拠 づ け は、 論 理 的 整 合 性 にで は
な く、 根 拠 の 「明 証 性 」 に依拠 す る。 明証 性 の発 想 は デ カル トと ブ レ ンタ ー ノ に 由来 す る。
◇ 第 五 章 超 越論 性 ヒュー ム、 デ カル ト、 プ フ ェ ンダー
「超 越 論 性 」 と い う概 念 は カ ン トを連 想 させ るが 、 しか しフ ッサ ー ル の この概 念 は カ ン トと
は ほ とん ど無 関 係 に成 立 した。 フ ッサ ー ル は、 対 象 の 「存 在(超 越)」 さえ も意 識 に お い て 構
成 され る と考 え るが、 これ が フ ッサ ー ル の超 越 論性 の 中心 的意 味 をなす。 この考 え方 を フ ッサ ー
ル は主 に ヒュ ー ムか ら得 た。
対 象 の 存 在(超 越)を 構 成 す る超 越 論 的 意 識 を 確保 す るた め に は、 な に よ り もまず 「超 越 化
的思 考 作 用」(意 識 の外 部 に事 物 が最 初 か ら即 自的 に存在 して い る とみ な す 思 考)を 排 除 せ ね
ば な らな い。 そ こで、 対 象 の存 在 を遮 断 して超 越論 的意 識 に帰 る現 象学 的 還 元 が 必 要 に な る。
現 象 学 的還 元 とい う発 想 の成 立 にか ん して は、 萌芽 は一 八 九 〇 年代 にあ った が、 一 九 〇 五 年
の プ フ ェ ンダ ーか らの 問 い が重 要 な き っか け にな った こ とが 示 され る。 現象 学 的還 元 の成 立 に
よ って、 自我 の 問題 や、 相 互 主 観 性 の問 題 が 問 わ れ るよ うに な った。
最 後 に、 超 越 論 性 を 中心 に して、 他 の四 っ の 源流 が フ ッサ ー ル現象 学 の な か で どの よ うに 関
係 して い るか が示 され る。
◇ 第 六 章 補 遺 人 間 フ ッサ ー ル の個 人 的背 景 と時代 的 背 景
フ ッサ ー ル に と って、 マ サ リク と の個 人 的 関係 と、当 時 の学 問 の成 立基 盤 の危機 とが フ ッサ ー
ル に最 大 の影 響 を与 え た こ とが明 らか に され る。
◆ 第 二 部 現 象 学 の全 体 構 造
フ ッサ ー ル現 象 学 の全 体 構 造 が 、 知 的補 助 線 を 引 く とい う方 法 に よ って 、 明 らか に さ れ る。
考 察 は 「対 象 」 の構 成 か らは じま り、 そ の構 成 を可 能 に して い る 「世 界 」 の構 成へ と展 開す る。
◇ 第 一 章 対 象 の構 成
「対 象 」 はい か に構 成 され るか 、 が 示 され る。
第 一 節 対 象 とは
まず 、 対 象 の構 造 の見 取 図 が 示 され る。 対 象 は還 元 を経 て ノ エマ と して捉 え られ る。 ノ エ マ
は、 ① 「意 味」 と② 「存 在 様 相 」 と③ 「時 間様 相 」 が ④ 「基 体 ・核 ・X」 に よ って担 わ れて い
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る とい う構 造 を もつ こ とが示 され る。
っ ぎ に、 対 象 とい う概 念 が言 語 の 「意 味=意 義 」 か ら出発 して規 定 さ れ、 さ らに そ の概 念 の
拡 大(悟 性 対 象 性 な ど)が 示 され る。
第 二 節 対 象 の意 味
ノ エ マ の① 意 味 と④ 基 体 の構 造 が示 さ れ る。 ① 意 味 と④ 基 体 は、 直 接 経 験 に お け る イ デ ア ー
ル な成 分 で あ る。 「事 象 内 容 を もっ た本 質」(「机 」 の本 質 な ど)は ノ ェ マ の① 意 味 か ら抽 出 さ
れ 、 「事 象 内 容 を も た な い本質 」(「数 」 な ど)は ノ エ マの ④ 基 体 か ら抽 出 され る。 ① 意 味 は、
「連 想/連 合」 を 基 礎 と して、 発生 的 に構 成 され る。
補 遺 は、 フ ッサ ー ル とア リス トテ レス の関 係 な どを示 す。
第 三 節 対 象 の存 在
ノ エ マ の② 存 在 様 相 の規 定 が示 され る。 ノ エ マの② 存 在様 相 に対 応 す る ノ エ シス側 の作 用 に
は、 大 き く分 け て、 「設 定 立 的 」 な もの と 「中立 的」 な もの とが あ る。 これ らの 原 本 は 「措 定」
で あ り、 こ こか ら発 生 的 に諸 変 様 が生 じる ことが 示 され る。
設 定 立 性 に お け る ノエ マ の(レ ア ー ルお よ び イデ アー ル な)「 存在 」 は 「真 理 」 に 関 わ る が、
中 立 性 に お け る(ノ イ トラー ル な)「疑 似 存 在 」 は 「真 理 」 に関 わ らな い。
第 四節 対 象 の時 間
ノ エ マ の③ 時 間 様 相 は② 存 在 様 相 と絡 み あ って い る。 この 関係 の な か で ノ エ マ の③ 時 間様 相
の 構 成 が 示 さ れ る。 こ こに は三 つ の側 面 が 区 別 され る。
第 一 の側 面 で は、 ③ 時 間様 相 の規 定 は対 象 の時 間位 置 の規 定 で あ り、 これ は② 存 在 様 相 と は
十 字 に交 差 す る。 第 二 の側 面 で は、② 存 在 様相 は時 間 的志 向性 の働 き に よ って 発 生 的 に成 立 す
る。 第 三 の側 面 で は、 レア リテ ー ト、 イ デ ア リテー ト、 ノ イ トラ リテ ー トとい っ た最 も基 本 的
な ② 存 在 様 相 は時 間 へ の 内属 の仕 方 に よ って 規定 され る こ とが 明 らか に され る。
レア リテ ー トにっ い て は、 フ ッサ ー ルが そ れ を(時 間性 と して)時 間 へ の内 属 の仕 方 と関 わ
らせ て い った経 緯 が示 され る。 イ デ ア リテ ー トにっ いて は、後 年 さ らに、狭義 で の イデ ア リテ ー
トと イ レア リテ ー トに 区別 さ れ る こ とが 示 され る。 そ して、 両 者 を包 摂 す る概 念 と して 遍 時 間
性 が登 場 す る。(ノ イ トラ リテ ー トにつ い て は第 五 節 参 照)。
第 五 節 想 像 対 象 の意 味 ・存 在 ・時 間
「想 像対 象 」 の ① 意 味 、 ② 存 在 様 相 、③ 時 間様 相 が 明 らか に さ れ る。 ① 意 味 は遍 時 間 的 で あ
るか ら、 想 像 対 象 の 「疑 似 時 間 」 の なか に もその ま ま現 わ れ る こ とが で き る。 そ れ に よ って 、
想 像 対 象 を手 引 き に して、 ① 意 味 の 「自 由変 更 」 と 「形 相 的還 元 」 が 可 能 に な る こ とが 示 さ れ
る。 ノ イ トラ リテ ー トと して の想 像 対 象 の② 存 在 様相 は疑 似 時 間へ の内属 によ って規 定 さ れ る。
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第六節 現象学 的還元
現象学 的還元 は、対象 の 「存在」 を括弧 に入れ るに もかかわ らず、なにも失わない とされ る。
こう した ことが可能 なのは、 すべての対象の 「存在」 は 「時間 への内属 の仕方」 によって完全
に置 き換 え られ るか らである。現象学的還元 は じっは時間論的還元 である。
◇第二章 世界 の構成
「世界」 はいかに して構成 され るか、が示 され る
第一節 世界 と対象の相違
対象の構造 を手がか りに して、世界 が対象 とはど う違 うかが示 され る。世 界 は、①意 味 にお
いて潜在的で あ り、②存在様相 において別 の存在 を もち、③時間様相 において は時間その もの
で あ り、④ 基体 を もたな い。 しか しなが ら、 この世界が対象の構成を可能 にす る。
第二 節 時間の構成
　 　
世 界の成分 と しての時間の構成 には、1→表層、口 中層、(≡)深層の区別 がある。
e表 層 で は、時間 は一 本の直線 として(ま ず もって想起 をっ う じて)能 動 的 に構成 され る。
この時間 は 「客観的時間」 と呼ばれ る。対象 は、 この時間 に内属 させ られ ることによ って、客
観 的な 「存 在」 を構成 され る。口 中層 では、時間 はく把持 一原 印象 一予持〉 の志 向性 によ って
受動 的に構成 され る。 この時 間は 「先経験的時間」 と呼ばれ る。日深層で は、時間 はく流 れつ
っ立 ち とどま る〉 とい う仕方 で原受動的 に意識 に与え られ る。 この時 間は 「先時間」 と呼 ばれ
る。
時間 の問題 は 自我 の問題 と一体を な して いる。e表 層 では、「明示 的な自我」 が構成 され る。
口 中層 では、 内的把持 の志 向性 によって 「暗黙 の 自我」 が成立す る。日深層で は、〈立 ち とど
まる こと〉 が最低限 のまとま りを与 え ることによ って、「先 自我」 が生 じる。
時間 の問題 は反省 の問題 と も一体をな している。反省 は、把持 された もの しか対象化 で きな
い。日深層 では、把持 は働 いてお らず、 それゆえ日深層 は反省 されな い。それにもかかわ らず、
〈立 ちとどまる こと〉の なかで、日 深層 は 把持で はな い仕方で 「原意識」されてい る。
第三節 空間 の構成
世界 の成分 として の空間 は時間 に対 して二次的 だ とされ るが、 この空 間 の構成 にっ いて も、
(→表層、口 中層、日深層の区別 がな され る。
e表 層で は、空間 は均質的 に広が るもの として能動的 に構 成 され る。 この空 間 は客観 的空間
で ある。 これは、客観的時間 とともに(対 象 の存在 を規定す る二次 的な)形 式 と しての役割 を
果 たす。 口中層で は、空間 はキネステーゼ意識 の志向性 によ って受動的 に構成 される。 この空
間 は先経 験的空間で ある。日深層 では、空間 は、対象の背景 における 「原形式」 として原受動
的 に意識 に与 え られ る。
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空間構 成 は身体構 成 と一 体 をな してお り、身 体 は キ ネ ス テー ゼ意 識 に よ って 構 成 され る。 こ
の構 成 の仕方 が示 され る。
第四 節 世 界 その ものの構成
世界 その もの は、 「場/背 景 」、 「地盤/世 界形 式 」、 「地 平/無 基体 性 」 と して の側 面 を もっ。
場/背 景 と して の世 界 は、 対象 に対 す る先行 性 、母 胎 性 を示 す 。 地 盤/世 界形 式 と して の世
界 は、 対 象 の② 存在様 相 と③ 時間様相 の規定 を可能 に す る。 地 平/無 基 体 性 と して の 世 界 は、
対 象 の① 意味 の規定 を可能 にす る。 しか し、 こ う した世 界 そ の もの は、主 題 化 され ず、 主 題 化
か ら隠 れ る。
世 界 そ の もの は、意識 の 同一 視作用 に先立 っ 「唯一 性 」 を もって い る。 この唯一 性 に よ って、
場/背 景 、 地盤/世 界形 式、地平/無 基 体性 、 とい う世 界 の三 つ の側 面 が不 可 分 に統 合 さ れ て
い る。
すで に日 深層 の世 界 は原初 の 「形式」 を もって贈 与 され、 意 識 はそ れ を客 観 的 な世 界 形 式 に
まで構 成 す る。 ここに フッサ ール は目的論 を見 る。
◆第三 部 意 識 の 自然
現象 学 の可 能性 が、〈意 識 の 自然〉 とい う問題 事 象 の解 明 をつ う じて 拓 か れ る。 こ こで は、
ハ イデ ガ ー、 フ ィンク、 メル ロ=ポ ンテ ィ、 さ らに シ ェ リン グの哲 学 が 考 察 さ れ る。 しか し、
現 象学 は、 レヴ ィナ スのく 自然 の他者〉 に遭遇 す る。 そ れ を視 野 に収 め つ つ、 フ ッサ ー ル の相
互主 観 性 理論 が考察 され る。 これ ら二つ の問題 事 象 は、 必 然 性 のな い 「(原)事 実 」 で あ り、
これへ の 問 いが現象学 を 「形 而上学 」へ 移行 させ る。
◇ 第一 章 ハイ デガ ーと存 在
ハ イデ ガ ーは、 フ ッサ ールの現象 学 を継 承 したが、 意 識 に よ って構 成 され た 存 在 で は な く、
根源 的 な存 在 を捉 え よ うと して、現 存在 の概念 を導 入 した。
他方 、 ハ イデガ ーはデ ィル タイか ら歴史 性 と解 釈学 を受 け取 り、 それ を歴 史 的 な存 在 の解 釈
へ と展 開 した。現 存在 の概念 は、歴 史的 な事 実性 も含 意 した。
ハ イ デ ガー は、 現存在 の時 間性 と、 共 同現存在 の歴 史性 を 「意 志 」 に よ って取 り戻 そ う と し
た。 しか し、 この考 え方 は、「同 じ世 界」 に属 さな い 「他 者 」 を無 視 す る と い う大 き な 問 題 を
含 ん で いた。
ケー レ(転 回)以 後、 ハ イデ ガー は、 意志 を放 棄 した が、 これ は原 受動 性 への移 行 であ った。
この ときハ イデ ガー は、解 釈学 的 な方 向性 にお い て、古 代 ギ リシ ャの ピュシス概念 に注 目す る。
自然 は、一 種 の働 きと して、存 在者 とお のれ 自身 を現 わ れ させ るが、 そ れ は 同時 に お の れ を隠
す。 意 識 に依存 しな い自然 の働 きを発 掘 した とい う点 で、 これ は大 きな成果 だ った が、 しか し、
ハ イデ ガ ーは ピュ シスと ロゴスの あいだ の ズ レとい う問題 を見失 った。
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他 方 、 ハ イ デ ガ ー は、 現象 学 的 な方 向性 にお いて、 性 起 を見 出 した。 そ こ にお いて は、 存 在
は、 時 間 と空 間 の贈 与 の 働 き と して捉 え られ た。 これ も大 きな貢 献 だ ったが 、 しか し、 ハ イ デ
ガ ー は存 在 と主 体 の ズ レと い う問題 を見 失 った。
◇ 第 二 章 フ ィ ンク と世 界
フ ィ ン クの現 象 学 は、 フ ッサ ール の 「世 界 」(世 界 形 式)の 現 象 学 の 発 展 形 態 で あ り、 これ
を フ ィ ン クは ハ イ デ ガ ーの 「存在 」 へ と結 びっ け る。 この 際、 フ ィ ン クは 「思 弁」 を重視 す る。
これ は、 対 象 を越 え て世 界 を捉 え よ う とす る試 み の こ とで あ る。
しか し、 フ ィ ンク は独 自の考 え方 も提 示 した。 フ ィ ンク は、 フ ッサ ー ル ・ハ イ デ ガ ー的 な 目
的論/調 和 を拒 否 す る。 人 間 的 な現 存 在 は、 世 界 の 「賭 け」 に よ って誕 生 す る と と も に 死 ぬ。
この賭 け の無 目的 性 を、 フ ィ ンク は人 間 の 「賭 け/遊 び」 の世 界象 徴 性 の なか に読 み取 る。 こ
う した無 目的性 とい う発 想 の 萌芽 は、 フ ィ ンク の 「失 敗」 の概 念 の うち に あ っ た。 フ ィ ンクの
コスモ ロギ 　
世 界 論 に お い て は、 自然 の 贈与/奪 取 は、 目的 性 を もたな い。
◇ 第 三 章 メ ル ロ=ポ ンテ ィと肉
ハ イ デ ガ ー は意 識 を現 存在 に置 き換 え たが 、 メル ロ=ポ ンテ ィは 「現 存在 」を さ らに 「身 体」
(身体 図 式)に 置 き換 え る。 メ ル ロ ー ポ ンテ ィは、 フ ッサ ー ルの(存 在 に 関 わ る)世 界 形 式 に
対 して、(意 味 に関 わ る)世 界 実 質 に重 点 を 置 く。 メ ル ロ=ポ ンテ ィは フ ィ ン ク の失 敗 の 発 想
も受 け継 ぐ。 さ らに メ ル ロ 漏 ポ ンテ ィは、 独 自 に心 理学 を援 用 しつ つ 、 他 者 との 身体 的 な共 存
を考 え る。
メル ロ=ポ シテ ィに お いて 重要 な の は、 「肉」、 「存 在 」、 「自然 」 の存 在論 で あ る。 肉 は、 「内
部 性 」、 「同一 性 」、 「動 詞 性」 を もっ。
メル ロ=ポ ンテ ィは 「交 叉 配列 法 」 に よ って、 存 在者 と は次 元 の異 な った肉 の同一性 を示 す。
しか し、 同一 性 と して の肉 に は ズ レが含 ま れ る。 そ こ に動 詞 性 が作 用 す る と き、 肉 は、 身 体 と
世 界 に裂 開 す る。
この ズ レの お か げ で、 反 省 は肉 を 直接 に取 り戻 す こ とが で きな くな る。 こ う した失 敗 が介 在
す る に もか か わ らず、 メル ロ=ポ ンテ ィ は、 自然 の贈与 と反 省 を 目的論 的 につ な ぎ、それ に よ っ
て ブ ィ ンク的 な失敗 ・ズ レを止 揚 して しま う。
他 者 につ いて も、 他 者 と の原 初 の共 存 は見 出 され たが、 しか し、 ズ レの止 揚 に よ って 自然 の
他 者 とい った ラデ ィカル な他 者 の 余地 は な くなる 。
◇ 第 四 章 シ ェ リ ング と現 象 学 的 な 自然哲 学 の可 能 性
メ ル ロ=ポ ンテ ィを手 が か りに して 、 シ ェ リン グの 自然 哲学 が現 象 学 的 に解 釈 され る。 そ れ
は、 一 種 の世 界 実 質 の発 生 的現 象 学 で あ る。 自然 の産 出 は世 界 実 質 の発 生 で あ る。 シ ェ リン グ
の 自然 の産 出 は 同時 に阻害(否 定 性)を 含 ん で お り、 これ に よ って対 象 の形態化 が可能 にな る。
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シ ェ リ ング の 自然 哲 学 に は、 自我 の発 生 論 も見 出 され る。 自我 は 自然 か らの疎 外 に よ って 生
じる。 自我 が生 じた と き、 自然 の 産 出 は 自我 に と って 「超 越 論 的 過去 」 に な るが、 シ ェ リ ング
は超 越 論 的過 去 を 自我 は 「想 起 」 しう る と考 え、 自我 と自然 との あ い だ に 目的論 的 関 係 を認 め
る。 しか し、 これ は 自我 と 自然 との あ い だ の ズ レを覆 い隠 す 。 そ こで、 想 起 の 「失 敗 」 とい う
問 題 が提 起 され る。
◇ 第 五 章 レヴ ィナ ス と 自然 の他 者
レヴ ィナ ス の存 在 と して の イ リヤ は、 い っさ い贈 与 しな い。 自然 を贈与 によ って定義 す れ ば、
イ リヤ は〈 自然 の他 者 〉 で あ る。 贈 与 が な い に もか か わ らず、 イ リヤ か ら主 体 が生 じる。 この
成 立 に 「理 由」 は な い。 この主 体 は 「現 在 」 で あ る。 主 体 は イ リヤ か ら脱 出 しよ う とす るが果
たせ な い。 そ こに他 者 が到 来 す る。 この到 来 は 「未来 」 で あ る。 時 間(原 初 の世 界 形 式)は 、
主 体/現 在 が他 者/未 来 を 引 き受 け る こと に よ って成 立 す る。 こ う した他 者 に、 後 年 の レ ヴ ィ
ナ ス は、 「存 在 」 を認 め ず、 「存 在 す る と は別 の 仕 方 で」 を割 り振 る。
現 在 と未 来 だ けか ら成 り、 しか も他 者 性(隔 時性)に よ って隔 て られ た この時 間 は、 しか し、
崩壊 寸 前 で あ る。 こ の時 聞 を、 レヴ ィナ ス は、 エ ロ ス と繁 殖 性 に よ る息 子 の誕 生 に よ っ てっ な
ぎ とめ る。 これ に よ っ て無 限 の 時 間(客 観 的 な世 界 形 式)が 成 立 す る。 しか し、 レヴ ィナ ス は、
無 限 の 時 間 は さ らに神 との 関 係 に よ って倫 理 化 しよ う とす る。 この 倫 理 化 は、 他 者 に 「存 在 を
許 容 す る」(他 者 を存 在 させ る)こ とを意 味 す る。
こ う した レヴ ィナ スの世 界 形 式 の構 成 は、 自然 の贈 与 を 拒 絶 す るが ゆ え に不 一 自然 な もの と
な る。 しか も、 他 者 の 「存 在 す る とは別 の仕 方 で 」 と他 者 に 「存 在 を許 容 す る」 こ と との 関 係
が 明確 で は な い。 この点 に つ い て は、 フ ッサ ー ル をつ う じて再 考 察 され る。
◇ 第 六 章 フ ッサ ー ル と相 互 主 観 性
レヴ ィナ ス を視 野 に収 めっ っ 、 フ ッサ ー ル の相 互主 観 性理 論 が再 検 討 され る。
まず 、 静 態 的 な分 析 に お い て、 モ ナ ドと い う概 念 が再 検 討 され る。 モ ナ ド論 は、 一 方 で、 他
の モ ナ ド世 界 を も った他 者 とい う ラデ ィカ ル な異 他性 の 問題 を提 起 す る が、 同時 に他 方 で、 そ
う した ラデ ィカ ル な異 他 性 を消 し去 ろ うとす る試 み で もあ った。
そ の後 の フ ッサ ー ル は異 他 性 の問 題 を 発 生 的 に考 察 す るよ うに な る。 こ こで も(→表 層 、 口 中
層 、(⇒深 層 の 区 別 が 重 要 に な る。
(≡)深層 にお いて は、 原 初 の(原 モ ナ ド的 な)他 者 との共 存 が生 じて い る。 口 中 層 に お い て 、
原 モ ナ ドは、必 然 性 の な い 「事 実 」 と して、 異 他 性(他 の モ ナ ドとそ の モ ナ ド世 界)と 遭 遇 す
る。 この と き、 原 初 の 共 存 の 「原 切 断」 が生 じ る。 まず 異 他 性 が 主 題 化 され、 そ して、 自己 性
が 主 題化 され る。 そ して、 両 者 を 包括 しつ つ、 両 者 に 「存 在 」 の構 成 を可能 にす る唯一 の 巨大
な(相 互 主 観 的 な)世 界形 式 が 非主 題 的 に構 成 され る。 こ こに非主 題 的 な 目的論 が 働 く。
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e表 層 にお いて は、 この 唯 一 の 巨大 な世 界形 式 そ の もの の主 題 化 が 試 み られ る。 しか し、 そ
.れは世 界 形 式 そ の ものだ か ら、 そ れ に 「存 在 」 を規 定 す る に は、 もっ と大 きな世 界 形 式 が必 要
にな る。 ま さ に そ れ ゆ え に、 最 大 の世 界形 式 は主 題 化 さ れ な い。 それ を強 引 に主 題 化 しよ う と
す る と、 それ は 「統 制 的 イデ ー」 と して現 わ れ る。
異 他 性 との遭 遇 以 後 、世 界 形式 は唯一 化 さ れ る。 他 方 で 、 異 他 性 の 世 界 実 質 は異 他 的 で あ り
つ づ け る ことが で き る。 こ う して 、世 界 形 式 の統 合 化 と世 界 実 質 の多様 化 が同 時 に可 能 とな る。
遭 遇 以 前 の 異 他 性 は、 世 界 形 式 の外 部 だ った。 世 界 形 式 へ の内 属 の 仕 方 が 「存 在 」 を構 成 す
るの だ か ら、 そ れ の外 部 に は 「存在 」 も(存 在 の対 概 念 と して の)「非 存 在 」 も構 成 され な い。
世 界 形 式 の外 部 は 「存 在 」 の 外 部 で あ る。 フ ッサ ー ル は、 こ う した外 部 を 「イ レ レヴ ァ ン ト」
と い う概 念 で 言 い表 わす 。 レヴ ィ ナ スの 「存 在 す る とは別 の仕 方 で 」 も世 界 形 式 の 外 部 と して
捉 え られ る。
しか し、 ひ とた び唯 一 の世 界 形 式 が交 接 され た な らば、 異 他 性 に も 「存 在 」 が 構 成 され る。
そ れ に よ って 異 他 性 に 「存 在 を 許 容 す る」 こ と も可 能 に な る。 これ に よ って レヴ ィナ ス の問 題
が 答 え られ る。
以 上 の構 成 は い わ ば地 理 的 な世 界構 成 で あ るが、 フ ッサ ー ル は歴 史 的 な世 界構 成 につ いて も
考 察 す る。 いわ ゆ る歴 史 は、 意 識 に沈 澱 した 「内 的歴 史 性 」 に よ って は じめ て、 歴 史 と い う意
味 を 構成 され る。 フ ッサ ール は いわ ゆ る歴 史 と内 的歴 史 性 とを対 応 させ て解 釈 す る。 内 的歴 史
性 に は唯一 の世 界 形 式(存 在 と真理 を可 能 に す る)の 構 成 の 目的論 が 含 まれ て い るの で、 い わ
ゆ る歴 史 も、 この 目的 論 との 対 応 の な か で、 目的論 的 に解 釈 され る。 「ヨ ー ロ ッパ 化 」 の 議 論
も この 文 脈 か ら理 解 され る。
◇ 第七 章 形 而 上 学
こ こ まで の研 究 を も とに して 、 現象 学 的 な 「形 而 上 学 」 の可 能 性 が 拓 か れ る。 フ ッサ ール の
意 味 で の 形 而上 学 と は、(原)事 実 につ いて の現 象学 で あ る。 す で に、 第 六 章 の 考 察 は形 而 上
学 的 な 考 察 を 含 ん で い たが、 第 七章 で は、 さ らに 「世 代 性 」 お よび 「誕 生 」 と 「死」 と い っ た
問 題 が 扱 わ れ る。
歴 史 を支 え る の は 「世 代 」 で あ るが、 そ の世 代 を ま さ に世 代 と して 意 味 づ け る こ と を可 能 に
す る のが 、 「世 代 性 」 で あ る。 世 代 性 は、 性 的 な他者 の 「事 実 」 を前 提 と しっ っ 、 子 供 の産 出
に よ って形 成 さ れ る。 そ して 、 それ が 拡大 されて 、 学 問 的 な世 代 性 が 形 成 され る。
誕 生 と死 につ い て は、 まず ハ イ デ ガー、 メル ロ=ポ ンテ ィ、 レヴ ィナ ス の考 え 方 が 示 さ れ 、
最 後 に フ ッサ ー ル の 「生 き抜 か れ た形 而 上 学 」 が示 され る。
フ ッサ ー ル の場 合 、 自我 が 全 面 的 に世 界(そ れ ゆ え存 在)を 構 成 して い る とす れ ば 、 自我 は
死 ぬ こ と(存 在 しな くな る こ と)が 許 され な い。 存 在 や非 存 在 を構 成 す るのが 自我 だ とす れ ば、
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自我 の死(非 存 在)す ら も自我 に依 存 す るか らで あ る。 だが 、 最 晩 年 の フ ッサ ール は、 原 初 の
世 界 の 贈 与 が 自我 の構 成 に は依 存 しな い と い う こ とを認 め、 自我 の死 を許 され た もの と して 捉
え る こ とが で き た。
最 後 に これ まで の 考察 が ま とめ られ る。 自然 の贈 与(原 初 の 世 界 の贈 与 と原 初 の 共 存)、 自
然 の他 者 との遭 遇 、 異 他 性(他 者)と 自己性(自 我)の 主 題化 、 唯一 の世 界 の構 成 が、 一 連 の
プ ロセ ス と して捉 え られ る。 この プ ロセ ス を生 き る われ わ れ は、 い か に して誕 生 と他 者 と死 を
受 け入 れ るか。 これ が形 而 上 学 の最 後 の 問 い とな り、 現象 学 の可 能 性 そ の もの とな る。
後 書 きで は、 現 象 学 が可 能 性 で あ る とい う こ とが 、 フ ッサ ール の人 間像 に依拠 して述 べ られ、
全 体 の ま とめ に代 え られ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 は フ ッサ ー ル現 象 学 の形 成 過 程 をそ の思 想 的 源流 に湖 って歴 史 的 に検 証 し、 さ らに現
象 学 の全 体 構 造 を体 系 的 見 地 か ら再 構 成 した上 で、 「現 象学 的形 而 上 学 」 の 可 能 性 を 追 求 す る
こ とを 企 図 した もので あ る。 全 体 は、 序 、第 一 部 「フ ッサ ー ル現 象 学 の五 っ の 源 流 」 全 六 章 、
第二 部 「現 象 学 の全 体 構 造 」 全 二章 、 第三 部 「意 識 の 自然 」 全 七 章 、 お よ び後 書 きか ら成 る。
「序 」 にお いて は、 論 者 の 問 題意 識 が 「可 能 性 と して の現 象 学 」 と い う観 点 か ら提 示 さ れ 、
また本 論 文 の 構成 にっ いて 簡 潔 な展 望 が与 え られ る。
第 一 部 「フ ッサ ール 現 象学 の五 っ の 源流 」 で は、 現 象 学 成 立 に当 た って フ ッサ ール の 思 索 を
導 い た思 想 的 源流 が(1)事象 そ の もの へ、(2)志向性 、(3>イデ ア性 、(4)普遍 学 、(5)超越 論 性 、 と い
う五 つ の契 機 に即 して取 り出 され、 そ の そ れ ぞれ の内 容 が(1)マッハ、 ② ブ レン ター ノ、(3)ロッ
ツ ェ、 ボ ル ツ ァー ノ、 ラ イ プニ ッ ツ、(4)デカ ル ト、 ライ プニ ッッ、 カ ン ト、(5)ヒュー ム、 デ カ
ル ト、 プ フ ェ ン ダー とい った哲 学 者 の所 説 と比 較 対 照 され、 歴 史 的 な影 響 関係 が検 討 され る と
同 時 に、 フ ッサ ー ル独 自の主 題 の深 化 が確 認 され る。 と りわ け、 マ ッハ と フ ッサ ー ル が 「直接
経 験 」 へ の還 帰 とい う発 想 を共 有 しな が ら も、 マ ッハ の要 素 一 元 論 に は 「現 出」 と 「現 出 者 」
と の区 別 が欠 け て お り、 他 方 で フ ッサ ー ル は両 者 の差異 を手 が か りに 「事 象 そ の もの」 へ迫 ろ
うと した、 とい う指 摘 は重 要 で あ る。 ま た、 フ ッサ ール に お け る 「超 越 論性」 の哲 学 的起 源 を、
カ ン トで は な く ヒュ ー ム の 「直 接 経 験 か らの世 界 の存 在 の構 成 」 とい う思 想 の 中 に探 り当 て た
こ と は、 現 象 学 の歴 史 を再 構 成 す る上 で の大 きな貢 献 と言 う こ とがで きる。 総 じて第 一 部 の考
察 は緻 密 な文 献 的 考 証 に基 づ いて 組 み立 て られ た 周到 な議 論 で あ り、 そ の 中 に は従 来 の通 説 を
覆 して 哲 学 史 の見 直 しを迫 る新 たな 論 点 の提 示 も少 な くな く、 国 際 的 水 準 で の批 判 に も十 分 に
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耐 え うる内容 とな ってい る。
第二部 「現象学 の全体構造」 は、対象 と世界の構 成 という問題場面 に即 して、幾本 かの 「知
的補助線」 を引 きなが らフッサール現象学 の体系的な見取 り図を描 き出 した ものであ り、遺漏
のない的確 な論述 は論者 の現象学研究者 と しての力量 を示 す ものであ る。第一章 「対象の構成」
において は、 まず対象 の種類 が実在的対象、遍時間的対象、空想対象 の三種 に分 け られ、 それ
らがいず れ も(1)意味、(2)存在様相、(3)時間様相を もち、(4)基体 ・核 に担 われて お り、意識 の(5)
機能 によ って構成 され る、 とい う構造連関が堅実な叙述 を通 じて明 らかにされ る。 その際、対
象 の存在様相 は 「時 間」 を軸 に して規定 されてお り、先 の三種類 の対象 にはそれぞれ 「時間性」
「遍時間性」 「疑似時 間性」 が対応す ることが指摘 され る。対象 の存在性格が時間へ の内属 の仕
方 に収敏す る ことの詳細 な跡づ けは、現象学的構成 理論 の核心 を挟 り出 した着眼 として評価 で
きる。次 に第二章 「世界 の構成 」 で は、 「同一性 」 を もっ対 象 の構成 とは ま った く異 な った
「唯一性」 という性格を もっ世 界の構成 の独特 のあ り方が、時間、空間、世界その もの、 といっ
た順序 で解 明され る。世界 の構成 は(1)表層、(2)中層、(3)深層 とい う三層構造 を もってお り、 そ
れぞれに(1)能動性、(2)受動性、(3)原受動性 という意識 の働 きが対応 している。 この うち論者 が
特 に注 目す るのは深層 の レベルで あ り、 そこにおいて意識/自 我 に先立 ち、そ の支配 に服 さな
い世界 の先存在、す なわち 「原初の世 界形式 の贈与」 が見 いだされる。第二 部 の考察 にお いて
は論 者 の整理能力 と粘 り強 い思索力 とが遺憾 な く発揮 されて お り、現象学 的考察が否応な く現
象学 の臨界 に直面せ ざるをえない経緯 を説得 的に叙述 して余す ところがない。
第三部 「意識の 自然」 はこれ までの考察 を踏 まえなが ら、本論文の中心 テ ーマで あ る。 「世
界を構 成す る意識 その ものの成立」を解 明す る作業へ と向か う。 その作業 は 「世 界の贈与 の 自
然性」 と同時 に 「意識の誕生 の 自然性」 を動態的 な生成 とい う観点か ら開示 す ることにほか な
らず、 それ は最終的 に現象学を 「形而上学」 の領域へ と越境 させず にはおかな い。 そのための
予備的作業 と して、論者 はハ イデ ガー、 フィンク、 メル ロ=ポ ンテ ィ、 シェ リングの所論 を検
討 しなが ら、世界の 「形 式」 と 「実質」 に関する考察 に多面的な アプローチを行 い、 さ らには
「事象 その もの」 の概念 の拡大深化 を試 みる。 他方 で論者 は レヴィナ スの他 者論/時 間論 に踏
み込む ことによって、贈与 しな い自然、 すなわち 「自然 の他者」 というア ポ リアに直面 す る。
その問題 に取 り組む ため に、論者 は一転 して フッサールの相互主観性理論 の再検討 を行 い、晩
年 の フ ッサ ールの思索の中か ら 「世代性」 すなわち超越論的歴 史性、社会性、誕生、死、 性 と
いった諸成 分 を含む形而 上学 的 モチー フを掬 い上 げる。 そこに現れ るの は、 「自然 」 の贈 与 に
よって生 か されて いる自我の 「超越論 的有限性」 とで も言 うべ きあ り方 で あ る。 ここに こそ
「メ タ自然学」 と しての 「形而上学」の成立す る余 地が存在す る。 それ ゆえ論者 は、「意識 の 自
然」 と 「自然 の他者」 との相克 のただ中に こそ形而上学への道 が開かれ ると考 え、 その彼方 に
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「可能性 と しての現象学」 を遠望す るのであ る。第三部の考 察 は、論者 の大胆 な問題提起 とそ
れを支え る多元的 な考察 によって、現象学 に新生面 を拓 く魅 力的な叙述 となっている。 しか し、
その反 面、論点 に未整理 な部分 も少 なか らず見 られ、論述 に も第一、二部 に比べ ると荒削 りな
面 が散 見 され る。む ろん、 これ らの点 は本論文 の欠陥で はな く、 む しろ今後 の研究の進展 に期
待 すべ き課題 と言 うべ きものであろ う。
本論文 の よ うに、現象学の過去 ・現在 ・未来 を、野心 的な構想力 と博裡 と も形 容すべ き詳細
な文献 的裏付 けを もって包括 的に論 じた例 は これ まで にない。現象学 の成立史をめ ぐる従来の
研究 は、本論文 によ って幾 つかの重大 な修正を迫 られ ることであろ う。 さ らに、現象学 的考察
をその臨 界点 まで歩 み抜 き、 その果 てに現象学の新たな可能性 を展望 したことは本論 文の顕 著
な功績で あ り、 それが現象学研究 の学問的発展 に大 きく寄与 する ものであ ることは疑 いを容 れ
ない。
よ って、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 されるに十分な資格を有 す るもの と
認 め られ る。
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